
	

	

	 	 	

旧本野精吾邸・旧鶴巻鶴一邸見学  
     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
●日	 	 時：令和元年９月 28 日(土)	 	 	

●集				合：12:30	京都市営地下鉄東西線御陵
みささぎ

駅改札口附近(集合後、徒歩で会場へ)	

●講	演	会：13:00～13:40	 講師：笠原一人氏、会場：旧鶴巻鶴一邸	

●見学会１：13:40～15:00	 旧鶴巻鶴一邸（現・栗原邸）を見学	
		移	 	 動：15:00～16:30	 地下鉄、バスを利用	

●見学会２：16:30～17:30	 旧本野精吾邸（現・木村松本建築設計事務所）を見学	

●参	加	費：	2,000 円（旧鶴巻邸入場料 1,000 円と旧本野邸入場料 1,000 円）	
注１	学生の入場料は各 500 円です。	

注２	参加費は建物等の修復費として使用されます。旧鶴巻鶴一邸の修復作業には 2011 年から

京都工芸繊維大学大学院生の教育プログラムとして多くの卒業生や在学生が参加しています。	

注３	移動にかかる交通費は各自負担でお願いします。  

 
■見学先について  

旧本野精吾邸は 1924年に建設された建物で、本野精吾氏の設計です。建築技師の中村鎮が発明した「鎮
ブロック」を剥き出しにして用いた珍しい建物で、京都市の「京都を彩る建物や庭園」に認定されていま

す。また、モダニズム建築の保存に関する国際組織 DOCOMOMO Japanから日本を代表する優れたモダ
ニズム建築として選定されています。現在は、木村松本建築設計事務所として活用されています。 
旧鶴巻鶴一邸は、京都高等工芸学校校長の鶴巻鶴一氏の邸宅として 1929年に建設されました。設計は

同校教授の本野精吾氏で、やはり「鎮ブロック」を剥き出しにして用いた建物です。現在、国の登録有形

文化財となっており、こちらも DOCOMOMO Japanから優れたモダニズム建築に選定されています。 
 本野精吾氏は 1908 年に京都高等工芸学校教授武田五一氏に招かれ、京都高等工芸学校の教授となられ
ました。近代建築家、モダニズム建築家として有名です。現存する本野氏の遺作には見学先の他に西陣織

物館（現・京都市考古資料館）と京都高等工芸学校本館（現・京都工芸繊維大学３号館）があります。今

回はこれら 4建築の中の２建築について案内ならびに講演を頂ける大変貴重な機会です。当日は詳しい資
料を配布頂きます。 

近代建築、モダニズム建築、歴史的建造物保存修復の研究者	

笠原
かさはら

一人
か ず と

氏(1998 年修了)に講演と案内を頂きます	
	

京都工芸繊維大学	開学 120 周年・創立 70 周年記念	

京都工芸繊維大学同窓会主催(近畿支部担当)事業のご案内  



■講演タイトル【建築家・本野精吾の自邸と鶴巻鶴一邸について】 
	 戦前に京都高等工芸学校図案科（現・京都工芸繊維大学デザイン・建築学系）の教授を務めた建築家・

本野精吾について、2つの住宅作品を事例に、その経歴や理念、デザインの方法をお話しします。 
 

講	 師	 笠原	一人	氏	
(京都工芸繊維大学	デザイン・建築学系	助教)	 	 	
	

	 笠原一人氏は平成５年（1993 年）に造形工学科を卒業後、平成 10 年(1998 年)に博士後期課程を修了さ

れました。2007 年から京都工芸繊維大学助教に就かれています。2010 年から 2011 年にかけてオランダ・

デルフト工科大学の研究員をされました。近代建築、モダニズム建築の研究、並びに、その時代に活躍さ

れた村野藤吾氏、本野精吾氏などの著名な建築家の研究や、歴史的建造物の保存、修復、再生に関する研

究および学生の教育をされています。	

	 	

 
●	申	込	み：参加ご希望の方は下記申込書に記入の上、メール又は FAX でお申込みください。	

メールの方は、chizuhiro58@yahoo.co.jp へ送信ください。	

FAX の方は、06-6614-4878 へ送付ください。	

●期	 	 限：令和元年９月 25 日(金)までにお申込みください。	

●定	 	 員：40 名（申込先着順）参加の可否はメール又は FAX でご連絡を申し上げます。	
欠席される場合は、９月 25 日までに上記のメール又は FAX、あるいは電話（090-4527-6020）

で必ずご連絡ください。	

連絡なく欠席の方は、キャンセル料 2,000 円をお支払い願います。	
	

 
京都工芸繊維大学	開学 120 周年・創立 70 周年記念	

京都工芸繊維大学同窓会主催(近畿支部担当)		
	

旧本野精吾邸・旧鶴巻鶴一邸		
講演会・見学会		申込書	

 
名	 	 	 前	  

卒業学科＆年度	                   	 	 学科	 	 	 	 	 	 	 	 	 年卒 

住	 	 	 所	  

電話・FAX	 電話(携帯でも構いません)	 FAX	

E-MAIL	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＠ 

 
●今後の案内をできるだけメールでしたいと思いますので、メールアドレスをご記入ください。 
●昨年、本年の近畿支部総会又はセミナーへ出席された方で内容に変更がなければ、お名前と卒学科、 
  卒学年のみを記入願います。 

 
京都工芸繊維大学同窓会事務局御中	

	 	 （KIT-KINKI 事務局御中）	

	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 主催	京都工芸繊維大学同窓会	https://www.kit-obog.com/	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 Tel	(075)	724-7232	e-mail	kit-obog@jim.kit.ac.jp		


